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金網等の侵入防止柵の接地部分に単管パイプ等をつなげて地面に這わせるように柵と一体化させ、イノシシやシカのくぐり抜けを防止する技術 

侵入防止柵の接地部をパイプで補強する、イノシシのくぐり抜け防止技術 

・ これまでの農地侵入防止柵は、野生動物に飛び越えられないことを考えて設置されてきたが、設置や管理の状況によっては、
イノシシが柵を確認し、生じた隙間を抜けることから、十分な被害防止効果が得られないケースが少なくなかった。 

・ そのため、イノシシのくぐり抜けによる農地への侵入を防止し、被害を軽減させる侵入防止技術が求められている。 

研究成果の内容 

研究開発の背景 

期待される効果 

・農作物の安定生産による所得確保。 
・安定した収穫により、飼料用作物の自給率の向上に貢献。 
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導入をオススメする対象 
 ・全国のイノシシの被害を受けている農地 
 ・野生獣侵入防止用の広域柵を設置している地域  

イノシシが柵の地際を押し開けてくぐることができなくなる強力かつ簡易な補強技術 

実証規模を想定した放牧地および採草地（計約
30ha、外周延長約5km）において、本技術を導入
後３年を経過しても、侵入は認められない。 

 イノシシの成獣が最大限の力で押しても 
 破壊されることなく侵入防止効果を維持  

【参考情報】 
・ 間伐した竹等、棒状のもので代用可能。 
・ シカ対策にも利用できる。 
・ 凹凸が多い地形では、緊張具によりテン
ションをかけた金属ワイヤーロープとペ
グの利用で、同様の効果が期待できる。 

イノシシは柵の隙間から侵入する 
・オスのイノシシが鼻や頭で物を押し上げたり、 
  押す力量は70kg程度ある。 
・接地部の補強をしていない金網は、イノシシに 
  接地部を押し開けられる可能性が高い。  
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曲げモーメント（kg） 
柵の接地部に力を与えた時のたわみ量 

補強なし 補強あり 

パイプと柵の
接地部を結束 

パイプ同士は
つなげる 

イノシシの行動特性を熟知した補強技術 
金網の接地部に、22mm径の単管パイプを結束バンドで
取り付ける（20〜25cm間隔で結束） 

技術導入 

農林水産省 鳥獣対策室のコメント 
  こうした技術を活用して防止柵の効果を高めるとともに、 
 正しく柵を設置し、定期的な見回りを行うなど、引き続き 
 適切な維持・管理をお願いします。 
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